
健診日（午前） 特定健診とセットできる検診 申込期間
7月20日㈮

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん
5月21日㈪
～6月19日㈫22日㈰

23日㈪
9月21日㈮ 6月26日㈫

～8月22日㈬25日㈫
10月31日㈬ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん 8月3日㈮

～9月27日㈭
11月7日㈬

8日㈭

結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん
12日㈪

来年
1月29日㈫ 11月1日㈭

～12月20日㈭30日㈬
2月14日㈭ 結核・肺がん、胃がん、大腸がん

12月7日㈮～
来年1月16日㈬

15日㈮
結核・肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん16日㈯

18日㈪

　　　　　　　泉佐野市国民健康保険加入のみなさんへ
特定健康診査を受けましょう！

（健康マイレージ対象　40～74歳は必須項目）
　特定健康診査を受診して自分の健康状態を知り、生活習慣病予防に役立てましょう。5月中旬頃、対象者に特
定健康診査を無料で受診できる受診券を郵送します。
※国民健康保険の資格を喪失した人、今年度中に人間ドックを受診した（受診予定含む）人は受診できません。
また、受診券の紛失や届かない場合は、問い合わせてください。
期間　受診券が届いた日～来年3月31日
対象　40～74歳の本市国民健康保険加入者
受診機関　受診券と同封の 一覧表にある医療機関（医療機関への予約が必要）。健診センター（市役所本庁舎南側）
などで実施する集団健診については、下表をご覧ください。
持ち物　国民健康保険証、特定健康診査受診券、前年度の健診結果（受けた人のみ）
問合先　国保年金課

健診場所　健診センター（市役所本庁舎南側）　※11月7日のみ新町町会館
申込　各申込期間の午前8時30分～午後7時（日曜日、祝日、12月29日㈯～来年1月3日㈭除く）にフリー
ダイヤル 0120-611-007 聴覚障害者用Fax072-800-7152へ。インターネット申込はホームページ：
https://izumisano-sanokenkonavi.secure.forse.com/ （「さの健康なび」で検索）から

集団健診

問合先　国保年金課
※健診日は左表を参照。特定
健診のみの受診も可。定員に
なり次第受付終了です。申込
期間終了後の予約変更・キャ
ンセルも申込時のフリーダ
イヤルへ。（インターネット
申込をした人は申込期間内
であればインターネットか
らキャンセルできます）申込
初日は、電話がつながりにく
い場合がありますので、ご了
承ください。上記電話予約
とは別に、申込期間初日の
1週間前に先行予約を実施
します。詳しくは、特定健
診受診券に同封のチラシを
ご覧ください。

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
家
計
に
対

す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
が
過
重
な

も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
医
療
機
関

の
窓
口
に
お
い
て
医
療
費
の
自
己
負

担
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
月

ご
と
の
自
己
負
担
限
度
額

（※1）
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
事
後
的
に
保
険

者
か
ら
償
還
払
い

（※2）
さ
れ
る
制
度
で

す
。

（※1）
自
己
負
担
限
度
額
は
、
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

（※2）
入
院
の
場
合
や
同
一
の
医
療
機
関

で
の
外
来
の
場
合
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
と
ど
め
る
現
物
給
付
化
の
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

所 得  区 分 負担
割合

自己負担限度額（月額）
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

課税所得690万円以上
3割

252,600円+1％（＊1）（140,100円）（＊4）
課税所得380万円以上 167,400円+1％（＊2）（93,000円）（＊4）
課税所得145万円以上 80,100円+1％（＊3）（44,400円）（＊4）
一般

1割
18,000円（年間144,000円上限）57,600円（44,400円）（＊4）

低所得Ⅱ（＊3）
8,000円

24,600円
低所得Ⅰ（＊4） 15,000円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 
給
付
課
…(

☎
06
・

４
７
９
０・
２
０
３
１ 

Fax

 

06
・

４
７
９
０・
２
０
３
０
）

●
国
保
年
金
課

（＊1）
医
療
費
が
８
４
２
，
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊2）
医
療
費
が
５
５
８
，
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊3）
医
療
費
が
２
６
７
，
０
０
０
円
を
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自己負担限度額とその判定基準（平成30年８月～）
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こ
ん
な
と
き
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

届
出
が
な
い
と
、
国
民
年
金
の
納

付
や
受
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

国

民

年

金

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
は
全
国
に
４
ヵ

所
し
か
な
い
厚
生
労
働

大
臣
指
定
の
特
定
感
染
症

指
定
医
療
機
関
で
あ
り
、

西
日
本
で
は
唯
一
の
存
在

で
す
。
当
院
の
感
染
症
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
中
で

も
最
も
古
く
に
指
定
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
疑

い
、
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

２
０
１
４
年
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
疑
似
症
、
中
東
呼

吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
疑
い
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
Ｈ
７
Ｎ
９
）
疑
い
な
ど
の
患
者
さ
ん
の

対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
院
の
感
染
症
セ
ン

タ
ー
で
は
感
染
症
専
門
の
医
師
の
み
な
ら
ず
、
特

別
に
訓
練
さ
れ
た
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨

床
検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医

療
職
さ
ら
に
は
事
務
系
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
日
頃
よ
り
万
一
へ
の
備
え
を
充
分
に
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
関
西
空
港
検
疫

所
、
大
阪
府
お
よ
び
大
阪
府
管
轄
の
保
健
所
と
の

合
同
訓
練
を
毎
年
２
回
行
う
の
み
な
ら
ず
、
厚
生

労
働
省
研
究
班
の
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
西
日
本

を
中
心
と
し
た
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

や
行
政
機
関
の
み
な
さ
ん
に
当
院
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
指
導
的
な

立
場
と
し
て
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
高
度
に
隔
離
さ
れ
た
特
別
の
病

室
に
入
院
し
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、
外
来
の
一
般
の
患
者
さ
ん
や
入
院
中

の
患
者
さ
ん
に
影
響
が
お
よ
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
準
備
、

訓
練
を
充
分
に
行
い
、
日
本
を
代
表
す
る
特
定
感

染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の
医
療
、
看
護
を
安

全
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
心

臓
、
大
動
脈
、
末
梢
動
静
脈
に

対
す
る
手
術
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
手
術
の
対
象
と
な
る
病

気
は
、
狭
心
症
（
心
臓
を
養
う

冠
動
脈
が
細
る
、
詰
ま
る
）、
弁
膜
症
（
心
臓
の
中
に
あ

 

る
一
方
弁
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
る
）、大
動
脈
瘤（
大

動
脈
に
「
こ
ぶ
」
が
で
き
る
）、
大
動
脈
解
離
（
大
動
脈

の
壁
が
２
枚
に
裂
け
る
）、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
足
の

動
脈
が
細
る
、
詰
ま
る
）、
下
肢
静
脈
瘤
（
足
の
内
側
に

血
管
の
こ
ぶ
が
見
え
る
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
狭
心
症
や
大
動
脈
解
離
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
な
ど
は
、
胸
が
痛
い
、
歩
く
と
足
が
痛
い
な
ど
の
症

状
が
現
れ
て
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
な
か
に

は
弁
膜
症
の
一
部
や
大
動
脈
瘤
の
よ
う
に
無
症
状
で
進

行
し
、
突
然
死
や
心
不
全
の
原
因
に
な
る
恐
ろ
し
い
病

気
も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
医
の
診
察
や
、

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
早
期
に
発
見
し
適
切
に
治

療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

心
臓
や
大
動
脈
の
手
術
と
い
う
と
、
大
手
術
、
大
変

な
手
術
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
た
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
当
院
で
は
患
者
さ
ん
の
体
力
的
な
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
な
、
様
々
な
手
術
法
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
狭
心
症
に
対
し
て
、
心
停

止
と
せ
ず
、
心
拍
動
の
ま
ま
行
う
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手

術
、
大
動
脈
瘤
に
対
し
て
開
胸
や
開
腹
を
行
わ
ず
に
破

裂
を
予
防
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
術
後
に
お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
と
連
携
し
て
、
よ
り
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
し
、
早
い
退
院
、
早
い
社
会
復
帰
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

泉
佐
野
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
手
術
が
受
け
ら
れ
、

地
域
か
ら
心
臓
・
大
動
脈
に
よ
る
突
然
死
が
な
く
な
る
よ

う
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
臓
血
管
外
科

心
臓
血
管
外
科
部
長
兼
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
部
長
兼

心
臓
セ
ン
タ
ー
長　

舩
津
俊
宏

感
染
症
セ
ン
タ
ー

総
合
内
科
・
感
染
症
内
科
部
長
兼
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
兼

院
内
感
染
対
策
室
長
兼
産
業
医　

倭　

正
也

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）
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超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
の

１
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（＊4）
（　

）
内
の
金
額
は
年
３
回
以
上

該
当
し
た
場
合
の
４
回
目
以
降
の
額

（＊5）
低
所
得
Ⅱ
と
は
、
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
低
所
得
Ⅰ

以
外
の
被
保
険
者

（＊6）
低
所
得
Ⅰ
と
は
、
同
一
世
帯
の
全

員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯

全
員
の
個
々
の
所
得
が
０
円
と
な
る

被
保
険
者
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
等

控
除
額
は
80
万
円
と
し
て
計
算
）
ま

た
は
同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非

課
税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
被
保
険
者

※
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

代
な
ど
保
険
診
療
外
の
費
用
は
含
み

ま
せ
ん
。
月
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ

た
人
の
場
合
、
そ
の
誕
生
月
に
つ
い

て
は
、
誕
生
日
前
に
加
入
し
て
い
た

医
療
保
険
制
度
と
誕
生
日
後
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
自
己
負

担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
月
の

２
分
の
１
（
半
額
）
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
５
日
よ
り
、
年

金
の
各
種
手
続
き
が
基
礎
年
金
番

号
だ
け
で
な
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
各
種
手

続
き
を
行
う
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
①

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号
で

あ
る
こ
と
の
確
認
（
番
号
確
認
）

と
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す

る
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
正
し
い

持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
本

人
確
認
）
を
左
記
の
書
類
な
ど
で

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
番
号
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
）

②
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
）

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
以
外
の

人
）

●
20
歳
か
ら
60
歳
の
間
で
会
社
を
退

職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

※
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
が
、
一

定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
扶

養
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き

問
合
先　

国
保
年
金
課
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